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東京オリンピック　空手道競技
女子個人形　銀メダリスト

清水　希容　選手

東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

圧
巻
の
演
武
を
披
露

圧
巻
の
演
武
を
披
露
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第 24 回芦北第 24 回芦北うたせ杯うたせ杯ジュニア空手道大会ジュニア空手道大会

少少
年
少
女
拳
士
が
熱
戦

年
少
女
拳
士
が
熱
戦

▲︎選手宣誓をする山尾（左）橋本（右）両選手

▲︎小学生女子団体組手優勝の芦北海王塾 A

▲︎蹴りを繰り出す中学生男子個人組手優勝の橋本選手（右）

▲︎悔し涙を次につなげる▲︎大技の内回しを决める飯村選手

▲︎多くの選手が詰めかけた会場 ▲︎惜しくも準優勝の中学生女子団体
　　　　　　芦北海王塾 A

　2 月18 日（土）芦北町トップアスリート誘致事
業として、東京オリンピック個人形銀メダリスト
の清水希

き
容
よう

選手をはじめ、本町出身で世界空手
２０２３シリーズA アンダー68ｋｇ級アテネ大会で
金メダルの釜つばさ選手、全日本選手権男子組
手で３連覇中の崎山優成選手などを招いて、しろ
やまスカイドームで空手道トップセミナーが開か
れました。
　当日は県内外から約500 人の小・中学生や指
導者が参加しました。参加者らは憧れの選手を前
に、真剣な面持ちで指導を受けていました。

▲︎左から崎山優成、北
きた

代
しろ

涼馬、山内健太郎、清水希
き

容
よう

、釡つばさ、染谷香予、染谷真有美の各選手

▲︎地元でのセミナー開催で熱のこもった指導を行う釡選手（中央）

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が

　
　
　
　  

芦
北
町
に
や
っ
て
き
た

芦
北
町
に
や
っ
て
き
た

▲︎出場する選手に向けてビデオレターで応援メッセージを送る東京オリンピック形金メダリスト喜
き

友
ゆ

名
な

涼選手

東京五輪形金メダリスト喜友名涼選手から応援メッセージ東京五輪形金メダリスト喜友名涼選手から応援メッセージ

　

２
月
19
日
（
日
）
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー

ム
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
第
24
回
芦
北
う
た

せ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影
響
で
、
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
本
大
会
に
は
、
九
州
全

県
、
岡
山
県
、
山
口
県
よ
り
90
団
体
、
個
人

戦
・
団
体
戦
合
わ
せ
て
、
延
べ
１
，
５
５
１

人
の
選
手
が
参
加
。
芦
北
海
王
塾
の
橋
本
悠ゆ
う

雅が

、
山
尾
彩あ

碧み

の
両
選
手
が
力
強
く
選
手
宣

誓
し
、
大
会
の
幕
が
明
け
ま
し
た
。

　
試
合
で
は
、
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
男

女
が
、
相
手
の
一
瞬
の
隙
を
狙
い
、
気
迫
の

こ
も
っ
た
突
き
や
蹴
り
を
繰
り
出
し
て
い
ま

し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
芦
北
海
王
塾
関
係
者
の
み
・
敬
称
略
）

　
《
個
人
組
手
》

　
▼
小
学
１・２
年
女
子　

　
　
優　
勝　
　
飯
村
吏り

琥こ

愛あ

（
佐
敷
小
）

　
▼
中
学
生
男
子　

　
　
優　
勝　
　
橋
本　
悠ゆ
う
雅が

（
佐
敷
中
）

　
《
団
体
組
手
》

　
▼
小
学
生
女
子

　
　
優　
勝　
　
芦
北
海
王
塾
A

　
　
（
米
良
夏な

つ
海み

、
白
石
夏か

帆ほ

、
飯
村
吏り

琥こ

愛あ

）

　

▼
中
学
生
女
子

　
　
準
優
勝　
　
芦
北
海
王
塾
A

　
　
（
山
尾
彩あ

碧み

、
西
田
千ち

紘ひ
ろ

、
新
村
莉り

來く

）
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地
域
の
魅
力
や
情
報
を
発
信

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
新
企
業

　
1
月
20
日
（
金
）県
庁
で
立
地
協
定
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
芦
北
町
と
立
地
協
定
を
締
結
し
た
の
は
、企
業
向
け
の
ウ
ェ
ブ
制
作
や
デ
ー
タ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
行
っ
て
い
るCLASSY

（
ク
ラ
ッ
シ
ー
、神
奈
川
県
・浅
岡
亮
太
社

長
）で
す
。

　
同
社
は
事
業
拡
大
を
目
的
に
、初
め
て
の
地
方
拠
点
と
し
て
熊
本
県
に
進
出
を
決
め

ら
れ
、芦
北
町
に
事
業
所
を
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
社
は
、〇
〇
年
か
ら
計
石
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
入
居
し
事
業
を
行
っ
て
い
る

「一般
社
団
法
人HALO

」の
小
山
光
由
樹
代
表
理
事
か
ら
、同
オ
フ
ィ
ス
の
紹
介
を
受

け
て
入
居
を
検
討
。自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
良
さ
な
ど
も
あ
り
、整
備
が
整
っ
た
同

オ
フ
ィ
ス
へ
の
入
居
を
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、4
月
か
ら
事
業
開
始
予
定
と
し
て
い
ま
す
が
、既
に
御
立
岬
キ
ャ
ン
プ
場
へ

「
サ
ウ
ナ
」の
設
置
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
進
め
て
お
り
、今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
、地
域
の
魅
力
や
情
報
を
発
信
す
る
事
業
に
も
取
り
組
ま
れ
ま
す
。　

　
ま
た
、数
名
程
度
の
地
元
か
ら
の
雇
用
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
浅
岡
亮
太
社
長
は
「
よ
り一層
事
業
を
加
速
さ
せ
る
と
共
に
、地
域
づ
く
り
に
も
貢

献
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

 　

▲浅岡社長（中央）、三輪熊本県商工労働部長、（右）竹﨑町長（左）

地
域
の
活
性
化
に
貢
献

▲左から三輪熊本県商工労働部長、LiNew の西本弘昌ＣＥＯ、竹﨑町長

4

芦
北
町
を
表
敬
訪
問

　
熊
本
県
美
術
家
連
盟
会
長
の
堀
晋
吾
さ
ん
が
芦
北
町
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
堀
さ
ん
は
昭
和
18
年
の
生
ま
れ
で
、佐
敷
小
学
校
校
長
と
な
っ
た
お
父
さ
ん
と
共

に
、3
歳
の
時
に
佐
敷
町
（
現
芦
北
町
）に
転
居
し
、佐
敷
小
、佐
敷
中
を
卒
業
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、教
職
と
な
り
県
内
中
学
校
の
美
術
教
師
を
平
成
16
年
ま
で
務
め
ら
れ
、退

職
後
も
最
近
ま
で
県
内
の
高
校
で
講
師
と
し
て
美
術
指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、専
門
で
あ
る
抽
象
画
作
品
を
積
極
的
に
制
作
す
る
傍
ら
、熊
本
県
美
術
協

会
会
長（
平
26
～
29
）、熊
本
県
美
術
家
連
盟
会
長（
令
3
～
）を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
堀
さ
ん
は
今
で
も
た
び
た
び
芦
北
を
訪
れ
ら
れ
て
お
り
、「
先
日
ま
で
県
立
美
術
館

で
個
展
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、私
の
美
術
活
動
の
原
点
は
芦
北
に
あ
り
ま
す
」と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

熊
本
県
美
術
家
連
盟
会
長

▲芦北町を表敬訪問された堀晋吾さん（右）と竹﨑町長

農 林 水 産 業 功 労 者 表 彰

▲左から山口さん、竹﨑町長、佐藤さん

　2 月27 日（月）水俣芦北広域行政事務組合で肥料の贈呈式が
ありました。これは、水俣市で有機質肥料製造販売を行う、株式会
社アール・ビー・エス（水本惣代表取締役）が、芦北町、津奈木町、
水俣市の各自治体へ緑地化などに活用してもらおうと行ったもの
です。式には各自治体の首長、関係者ら約20 人が参加。各首長へ
水本代表取締役から同社の有機質肥料「RBS ゴールド」が合わせ
て800 袋贈呈されました。
　受贈者を代表して水俣市の髙岡市長は「子どもたちや住民に
喜んでもらえるよう、施設や公園で活用させていただきます」と謝
辞を述べました。
　なお、寄贈された肥料と同じものが、１袋300 円で販売されて
います。詳細については下記までお問い合わせください。　　
　　　
　　　　問い合わせ先　RBS 月浦センター　☎（68）2130

肥 料の 寄 贈

▲寄贈されたRBS ゴールドを前に左から山田津奈木町長、
　髙岡水俣市長、水本代表取締役、竹﨑町長

▲左から三輪熊本県商工労働部長、Isea の竹山卓弥社長、竹﨑町長

　
２
月
20
日
（
月
）、28
日
（
火
）に
県
庁

で
立
地
協
定
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
芦
北
町
と
立
地
協
定
を
締
結
し
た
の

は
、シ
ス
テ
ム
開
発
や
I
Ｔ
人
材
育
成

を
手
が
け
るLiN

ew

（
リ
ニュ
ー
、東
京
）

と
中
華
圏
向
け
の
電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）

サ
イ
ト
の
企
画
運
営
な
ど
を
展
開
す
る

Isea

（
ア
イ
シ
ー
、東
京
）で
す
。

　

８
社
目
の
進
出
企
業LiN

ew

は
、

ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
開
発
や
IT
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

教
育
を
、９
社
目
の
進
出
企
業Isea

は
、

主
に
輸
出
を
目
指
す
地
元
企
業
の
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
の
構
築
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日

客
）の
呼
び
込
み
を
狙
う
自
治
体
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
を
支
援
す
る
事

業
を
行
い
ま
す
。

　
調
印
式
でLiN

ew

の
西
本
弘
昌
Ｃ
Ｅ

Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）は
「
若
い
I

Ｔ
人
材
が
熊
本
で
も
活
躍
で
き
る
こ
と

を
発
信
し
、雇
用
拡
大
や
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
」と
、Isea

の
竹
山
卓
弥

社
長
は
「
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
積
極
的
に

事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。　

先
月
に
続
き
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
新
企
業
進
出

　2 月8 日（水）町内で畜産業を営む山口清志さん（米田）と製材
業を営む佐藤三郎さん（白岩）が熊本県農林水産業功労者表彰を
受賞され、受賞報告のため竹﨑町長を表敬訪問されました。
　これは、農林水産業の振興のために献身的な活動を長年続け、
その功績が特に顕著で優秀な人を表彰するもので、山口さんは農
業部門、佐藤さんは林業・林産業部門でそれぞれ表彰されました。
　お二人は受賞に際し「日々一生懸命農業に取り組んできたこと
が、評価いただいたと思い、非常にうれしく思います（山口さん）」
　「これまで、地域の方々に助けていただき事業を行ってきました。
これからも事業を通して地域に貢献し、業界の発展に寄与できたら
と思います（佐藤さん）」と述べられました。

　2 月8 日（水）湯浦児童館で「おもちゃの寄贈式」が行われました。
　これは、湯浦に事業所を置く半導体検査大手の㈱テラプローブ
が地域貢献活動の一環として実施したものです。
　当日は日頃、湯浦児童館を利用する児童ら14 人が贈呈式に参
加。同社の中村慎哉さんは「豪雨災害時に玩具が使えなくなった
と聞いて、会社として協力できることがないか考え、玩具を贈るこ
とを決めました。毎日遊んで心身ともに健康になってください」と
挨拶。受け取った子どもたちは「おもちゃが増えてうれしい。大切
に使います」と話していました。また、子どもたちからは、手づくり
のメッセージカードが送られ、感謝の気持ちを伝えていました。
　なお、同社は昨年もコミュニティセンター子どもの広場へ同様
の寄贈をされています。

おもちゃの 寄 贈

▲寄贈されたおもちゃを手にうれしそうな表情の児童たち
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芦北町消防点検

みかげ公園からグラウンドまでパレードみかげ公園からグラウンドまでパレード通常点検に臨む消防団員通常点検に臨む消防団員

士気を高めるラッパ隊の演奏士気を高めるラッパ隊の演奏

誇り高く各分団の団旗は風になびく誇り高く各分団の団旗は風になびく整列する団員整列する団員

宝くじ助成事業 （コミュニティ助成事業）

宮 浦 地 区 に 地 域 活 動 の 拠 点 と な る 地 区 公 民 館 を 建 設
　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会
貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源に、
コミュニティ助成事業を実施しています。
　この事業は、コミュニティ活動に必要な備品の整備
や、活力ある地域づくりなどに対して助成を行い、地域
社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するもので
す。この度、宮浦地区が、この宝くじ助成金を活用して公
民館を建設し、備品の整備を行いました。 ▲活動の拠点となる公民館を建設 ▲会議などに使用する長机を整備

お問い合わせ　コミュニティセンター課　公民館係　（82）2213

新　芦北町誌　刊行新　芦北町誌　刊行
合併１０周年記念事業合併１０周年記念事業

　芦北町ではこのたび、合併10 周年記念事業として平成27 年度から取り組みました町誌編さん事業の成果芦北町ではこのたび、合併10 周年記念事業として平成27 年度から取り組みました町誌編さん事業の成果
を取りまとめた『新　芦北町誌』を刊行しました。を取りまとめた『新　芦北町誌』を刊行しました。
　この本は、芦北町の自然環境や原始古代から現在までの成り立ち、民俗や文化財などについて各分野の専　この本は、芦北町の自然環境や原始古代から現在までの成り立ち、民俗や文化財などについて各分野の専
門の方々が調査した結果を総合的にまとめたものです。門の方々が調査した結果を総合的にまとめたものです。

巻巻 章章 主な内容主な内容

上巻上巻

 第第 11 章　自　然章　自　然 　地形の成り立ち、動植物　地形の成り立ち、動植物
 第第 22 章　原　始・古　代章　原　始・古　代 　遺跡から分かる古代の人々の暮らし　遺跡から分かる古代の人々の暮らし
 第 第 33 章　中　世章　中　世 　芦北七浦衆の成立と海上交易　芦北七浦衆の成立と海上交易
 第 第 44 章　近　世章　近　世 　都市佐敷を中心とした産業、文化の発展　都市佐敷を中心とした産業、文化の発展
 第第 55 章　近　代章　近　代 　近代化による生活の変化、戦争と暮らし近代化による生活の変化、戦争と暮らし

下巻下巻

 第第 66 章　現　代章　現　代 　旧芦北、田浦両町の説明旧芦北、田浦両町の説明
 第 第 77 章　新町の姿章　新町の姿 　合併の経緯と合併後の出来事合併の経緯と合併後の出来事
 第 第 88 章　民　俗章　民　俗 　年中行事と信仰、ニワカ踊り年中行事と信仰、ニワカ踊り
 第 第 99 章   人　物・文化財章   人　物・文化財 　人物伝と指定文化財、町内の石碑や墓石　人物伝と指定文化財、町内の石碑や墓石
 第10 章    年　表 第10 章    年　表 　原始から令和３年まで　原始から令和３年まで

　「新　芦北町誌」を芦北町教育委員会（スポーツ・文化振興課）、芦北町役場（会計室）、芦北町総合コミュニティセンターで販売「新　芦北町誌」を芦北町教育委員会（スポーツ・文化振興課）、芦北町役場（会計室）、芦北町総合コミュニティセンターで販売
（価格5,000 円）いたします。また、『新　芦北町誌』の概要を多くの写真や図版で分かりやすく解説した『図説　芦北の歴史』（フ（価格5,000 円）いたします。また、『新　芦北町誌』の概要を多くの写真や図版で分かりやすく解説した『図説　芦北の歴史』（フ
ルカラー112 ページ、価格1,000 円）も販売しております。ルカラー112 ページ、価格1,000 円）も販売しております。

お問合せ先: 芦北町教育委員会スポーツ・文化振興課文化振興係　☎87-1171お問合せ先: 芦北町教育委員会スポーツ・文化振興課文化振興係　☎87-1171

百 歳 お め で と う ご ざ い ま す百 歳 お め で と う ご ざ い ま す

溝 口 ハ ツ 子 さん
（高岡北）

　 杉 村 二 男 さん
　　　（計石西）

　若いころは炭鉱で働いたり、出
稼ぎで兵庫県に働きに行ったり
していました。
　海に行くことが好きで、よく魚
釣りや貝拾いに行っていました。
　物静かで温厚な性格で、あま
り怒ることもありませんでした。
　長生きの秘訣は、冬場を除いて
行っている毎日の乾布摩擦です。

　若いころは農業で 米や野菜を
作りながら、４人の子どもを育て
ました。
　踊ることが好きで、町内のお
祭りの踊りによく参加していまし
た。
　最近の楽しみは、テレビを見る
ことです。

芦北町指定ごみ袋価格改定のお知らせ

　原材料費などの高騰により、芦北町指定ごみ

袋の価格を令和５年４月１日から、やむを得ず

右記のとおり変更いたします。

　住民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。

　2 月 26 日（日）芦北町地域間交流スポーツグラウン
ドを会場に芦北町消防点検が実施されました。
　令和 2 年 7 月豪雨や新型コロナウイルス感染症の拡
大により 4 年ぶりの開催となった今回の点検には、町
内の全 10 分団の 322 名が参加。午前 7 時 50 分にみか
げ公園を出発し、全分団の車両と参加団員により会場ま
でパレードが行われました。沿道では早朝にもかかわら
ず、住民の人たちがパレードを見守っていました。
　点検では分列行進、通常点検が行われ、各分団一糸乱
れぬ整然とした動きで、普段の訓練の成果を披露してい
ました。規律競技の成績は以下のとおりです。

【規律競技】
１位　機動分団（芦北町役場）
２位　第 2 分団（田浦・横居木地区）
３位　第 6 分団

・生ごみ（大）　　　　　１９円 →２２円
・生ごみ（小）　　　　　１６円 →１９円
・可燃ごみ（大）　　　　１９円 →２２円
・可燃ごみ（小）　　　　１５円 →１８円
・資源・不燃ごみ（大）　 １４円 →１７円
・資源・不燃ごみ（小）　 １１円 →１４円

お問い合わせ　住民生活課環境対策係（内線147）

（宮﨑、湯浦南、湯浦北、湯浦東、
  平生、女島、福浦、沖）
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あま〜い 観光いちご狩りオープン

▲︎いちご狩りを楽しむ親子

　2 月 23 日（木・祝）道の駅芦北でこぽんに隣接する
いちご観光農園「熊本あしきたいちごの森」が今シーズ
ンの営業を始めました。当日は小雨の降る中、午前 10
時に開園。令和2年7月豪雨災害で被害を受けながらも、
見事に復活したいちご農園には、開園を待ちわびた多く
の人で賑わっていました。
　人吉市から両親と来園した生田蒼

あ
結
おい

ちゃん（3 歳）は
「ハサミを使ってとるのが楽しいです。そしてとっても
甘くておいしいです」と楽しんでいる様子でした。
　なお、今シーズンは 4 月 23 日（日）まで開園予定です。

※日曜・祝日のみ開園：10 時～ 16 時（受付は 15 時まで）

小 学生がアテンド  湯小×フットパス

　佐敷小学校、大野小学校の児童から、カン
ボジア学校建設募金の贈呈がありました。2 月
10 日（金）佐敷小学校で行われた贈呈式では、
新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か
ら、各教室をリモートでつないで実施。町国際
交流協会会長の竹﨑町長へ児童代表の宮内望

み

来
く

さん（6 年生）から目録が贈呈されました。ま
た、2 月 17 日（金）には、大野小学校の児童
が役場を訪れ贈呈式が行われ、児童代表の遠原
寛
ひ ろ

都
と

さん（６年生）が目録を贈呈しました。町
内では現在 7 校目の建設へ向けて、各校が募
金の取り組みを続けています。

　2 月13 日（月）役場で、国公立大学に進学する生徒への入
学料補助金の交付式がありました。これは、葦北郡唯一の高
等学校である、芦北高校を総合的に支援する「芦北高校総合
支援事業」のメニューのひとつで、今年度は出田祐輝さん（琉
球大学農学部）、村上正道さん（宮崎大学農学部）の2 名へ
交付されました。出田さんは「林業の教諭になるために、また
芦北へ恩返しができるよう、4 年間しっかり勉学に励みたいと
思います」と、村上さんは「高校生活でも様々な補助をいた
だき、多くの資格取得ができました。大学でも4 年間勉学に
励みます」と、それぞれ大学進学への抱負を述べました。

合格おめでとう  芦北高校総合支援事業

▲︎竹﨑町長から補助金の交付を受ける村上さん（左）、出田さん（右）

まちまちののわだいわだい

▲︎コースにある石橋で記念撮影

　2 月 23 日（木・祝）イギリス発祥の「フットパス」
のモニターツアーが行われました。湯浦小校区内に設定
されたコースを湯浦小 5 年の 12 名が、総合的な学習の
一環として、ツアーに応募した大人の参加者 14 名をア
テンド。児童らは昨年 12 月に同コースを歩いており、
その時に発見したことや感じたことを参加者に説明しな
がら歩きました。
　参加者らは「小雨でしたが小学生の案内で楽しく歩け
ました。昔からある地域の宝ものに出会えたような気持
ちになりました」と感想を話しました。

７校目に向けて 学校建設募金贈呈式
カンボジア

▲︎大野小の代表児童と竹﨑町長

▲︎全校児童がリモートで参加（佐敷小）

まちまちののわだいわだい

初めての開催   佐 敷 城 下 祭 り
　3 月 5 日（日）本町通り一帯で「芦北町復興佐敷城
下祭り」（主催：芦北新栄隊・芦北町商工会）が初めて
開催されました。当日は春を感じる暖かい気候の中、多
くの人で賑わいました。お姫様・武者道中パレードでは、
華やかな衣装などをまとった人や馬が会場を練り歩き、
来場者の目を楽しませました。ほかにも、葦北鉄砲隊を
はじめ、剣術や弓術などの武術演武、日本舞踊、合戦劇
などの披露もあり、来場者は一日を通して、一味違った
お祭りを楽しんでいました。町内から来場した６０代の
女性は「久しぶりに町の賑わいが戻りとても嬉しい」と
話ていました。

気 軽に美味しく  料理にチャレンジ

　3 月 5 日（日）芦北町総合コミュニティセ
ンターで、積み木づくりワークショップがあり
ました。当日は町内外から 10 組 30 人の親子
が参加。図面起こし、墨付け、彫みなどの本格
的な作業を講師に教わりながら、積み木を完成
させました。主催した木

もく
魅
み

会
かい

の佐藤三郎会長は
「木のぬくもりを感じながら、ものづくりを体
験してもらえたら嬉しい。今後もこのような取
り組みを続けて、木の良さとものづくりの楽し
さを伝えていきたい」と話しました。

▲︎講師から味の最終チェックを受ける参加者

　2 月 23 日（木・祝）芦北町総合コミュニティセンター
で初心者のための男性料理教室が行われました。当日は
10 代から 80 代までの 18 人が参加。芦北で栽培され
た「甘夏」などを使い、簡単でおいしいイタリア料理を
テーマに、講師（花枝俊輔氏）の話を真剣な表情で聞き
ながら、トマトソースパスタとサラダを作りました。
　参加した 80 代の男性は「イタリア料理を作るのは初
めてでしたが、他の参加者と協力して美味しく作れまし
た。家庭でも実践したい」と話していました。

木のぬくもり   積 み 木 づくりに 挑 戦

▲︎大工さんに優しく教えてもらいながら ▲︎サンドペーパーで角を丸く丸く

▲︎代表児童・濵田校長（右）と竹﨑町長

芦北鉄砲隊の迫力ある演武に観衆から歓声が湧き上がる芦北鉄砲隊の迫力ある演武に観衆から歓声が湧き上がる的を目がけて矢を放つ！的を目がけて矢を放つ！

会場に花を添えた６人のお姫様会場に花を添えた６人のお姫様
甲冑姿の幼児と甲冑姿の幼児と
　　　　　林田燿宏商工会会長　　　　　林田燿宏商工会会長バック宙する忍者姿の参加者バック宙する忍者姿の参加者

武者姿でパレードする参加者武者姿でパレードする参加者
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「デコポン」　
石本　恭太（内野小３年）

《
小
学
生
の
部
》

「ぼくの友達」
生島　優空（佐敷小６年）

《
小
学
生
の
部 

》

「ずっと。」
猪木　夏音（田浦中３年）

《
中
学
生
の
部
》

優
秀
賞

美術館芦北町立

「つる」
入江　悠月

（湯浦小１年）

「うちのハムスター」
石本　啓太

（内野小３年）

「毛糸のぼうし」
平野　蘭々

（佐敷小１年）

「日本水仙」
平野　輝美

（芦北町）

開
催
中
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２
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４
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９
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〜
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５
時
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星
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館　
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８
６
）１
６
０
０

「
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16
回
星
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富
弘
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詩
画
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募
展
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品
展
」

全
国
各
地
か
ら
届
い
た
詩
画
公
募
展
入

賞
作
品
27
点
と
入
選
作
品
30
点
を
展
示
。

 

同
時
開
催

季
節
の
常
設
展
　「
春
・
初
夏
」

温
か
く
心
地
よ
い
春
風
を
感
じ
る
よ
う

な
星
野
富
弘
の
世
界
を
紹
介
。

美術館芦北町立

星
野
富
弘
美
術
館
賞

※
部
門
区
分
な
し

「とのさまバッタ」
下村　陽花

（佐敷小１年）

「冬のみかん」
羽田　瑠々花
（湯浦中１年）

「ロウソクの輝き」
浪辺　詩菜

（田浦中３年）

「希望」
中谷　光秀

（田浦中３年）

「私の筆箱」
藤原　愛佳

（佐敷中１年）

「思い出と一緒に」
工藤　凛

（佐敷小６年）

「金魚」
田端　蘭伽

（田浦中２年）

「夜空」
川崎　紗矢

（佐敷中３年）

「凧あげ」
永野　みな子

（芦北町）

「たんぽぽの子供」
白樫　美波

（大野小５年）

「面影」
松本　恵子

（芦北町）
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「
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が
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え
て
い
る
だ
い
こ
ん
」　

   　

富
田　

悠
琉

　
　
（
山
鹿
市
・
め
の
だ
け
小 

２
年
）

《
小
学
生
の
部  

最
優
秀
賞
》

《
中
学
生
の
部  

最
優
秀
賞
》

「
大
好
き
な
ニ
ャ
ー
ゴ
ロ
」　

   　

田
中　

風
花

　
　
（
熊
本
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・
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部
中
１
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）　
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母
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か
け
ご
は
ん
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の
部
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田
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①
）
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鹿
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島
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島
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県
一
宮
市
）、
木
野
田
博
彦

　
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

《
小
学
生
の
部
》　

　
柏
木
柚
希（
水
俣
第
一
小
④
）、
星　

大
地

　
（
水
俣
第
一
小
④
）、
野
口
季
葉（
山
鹿
市
・

　

鹿
本
小
③
）、
木
村
虹
汰（
山
鹿
市
・
八
幡

　

小
②
）、
柏　

龍
輝（
山
鹿
市
・
め
の
だ　

　

け
小
③
）、
角
田
芭
琉（
山
鹿
市
・
め
の
だ

　

け
小
④
）、
坂
本
め
い（
長
洲
町
・
六
栄
小

　

②
）、米
谷
と
う
ま（
長
洲
町
・
六
栄
小
②
）、

　

濵
田
麻
央（
鹿
児
島
県
・
山
川
小
①
）、

　

小
崎
祐
生（
宮
崎
県
・
諸
塚
小
②
）

《
中
学
生
の
部
》　

　
眞
野
徠
斗（
津
奈
木
中
③
）、岡
村
和
奏（
熊

　

本
市
・
北
部
中
①
）、中
野
和
水
（
熊
本
市
・

　

北
部
中
①
）、
石
田
結
愛
（
熊
本
市
・
出

　

水
中
①
）、
山
本
唯
乃
（
熊
本
市
・
武
蔵

　

中
①
）、黒
木
璃
珠（
八
代
市
・
第
七
中
②
）、

　

法
川　

愛
（
宇
城
市
・
松
橋
中
①
）、
浦

　

辺
優
和
（
上
天
草
市
・
大
矢
野
中
①
）、

　

待
鳥　

晶
（
福
岡
県
・
三
宅
中
①
）、
吉

　

原
早
紀
ア
ン
ネ
ン
（
長
崎
県
・
長
崎
精
道

　

中
②
）

公
募
展
入
賞
・
入
選
者
（
町
外
）
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文化振興奨励賞文化振興奨励賞

問い合わせ先

スポーツ・文化振興課

  ☎︎（８７）１１７１

スポーツ振興係（内線１４３）

文 化 振 興 係 （内線１４５）

【特別賞】

（国際大会入賞・指導者の部）
▼第 12 回世界ジュニア & カデット、U21 空手

道選手権大会個人３位＝釡つばさ（花岡西・同志

社大１年）

▼第 37 回わんぱく相撲全国大会 個人２位指導者

＝本田貴紀（花岡西）▼第 40 回全日本ジュニア

新体操選手権大会 団体２位指導者＝山田康光

（宮浦）

【金賞】（全国大会）
▼第 37回わんぱく相撲全国大会 個人２位＝山口隼

瑠 (内野小４年）▼第 40回全日本ジュニア新体操

選手権大会 団体２位＝下田隆毅 (湯浦中３年）、上

野大和 (同３年）、松﨑　煌 (同１年）、山田夢斗 (

佐敷中 3年）、鈴木琉生 (同３年）、告　悠希 (同２

年）、大倉千宙 (同１年）、神﨑朋弥 (同１年）▼第

75回全日本新体操選手権大会 団体２位＝木下大雅

(花岡東・国士舘大３年）、団体４位＝岩永京大 (本

町・花園大１年）▼第 40回全日本レディースバドミ

ントン選手権大会 団体２位＝引地恵 (花岡西）、橋

本二美可(向町）▼第 25回全日本小学生女子相撲

大会 個人３位＝木川夢唯 (佐敷小５年）▼第 35回

全日本小学生相撲優勝大会 個人３位＝竹本都輝

（内野小５年）▼ JFA第 9回全日本 U-18フットサル

選抜大会 団体４位＝永田凱聖 (田浦町１・藤井学園

寒川高 3年）▼第 30回全国中学生空手道選手権

大会 個人５位＝橋本悠雅 (佐敷中 3年）▼第 77回

国民体育大会バドミントン競技 団体５位＝毛利柊

光 (高岡南・八代東高３年）▼第 54回全日本大学

駅伝対校選手権大会 団体6位＝井川龍人(花岡西・

早稲田大４年）

【銀賞】（九州大会）
▼第 15 回全九州クラブ対抗少年相撲大会 個人３

位＝今村結愛（佐敷小２年）、個人３位＝木川太

陽（同４年）、団体１位＝小川雄飛（佐敷中３年）、

吉本陽平（同 2 年）▼九州ジュニア水泳競技大

会 個人２位＝中田美乃里（湯浦中１年）▼第 42

回全九州高等学校空手道新人大会 個人２位＝河

野鉄笙（芦北高２年）、個人３位＝上村安寿磨

（同２年）、団体３位＝橋本将人（同２年）、石井

和馬（同１年）、吉野颯真（同１年）▼第 73 回

全九州高等学校新体操大会 個人３位＝木下直生

（芦北高２年）▼第 71 回全九州高等学校空手道

競技大会 個人 3 位＝永渕颯哉（芦北高３年）、団

体３位＝中野龍吾（同３年）、白﨑優太（同３年）

▼第 50 回九州中学校相撲競技大会  団体３位＝

戸田勇翔（佐敷中１年）▼第 26 回全九州わんぱ

く相撲大会 個人３位＝田口大晴（佐敷小１年）

▼第 36 回かささぎ杯ジュニア新体操競技会 個人

３位＝木下　碧（佐敷中１年）

【銅賞】（県大会）
▼第 39 回熊本県少年少女空手道錬成大会 個人１

位＝白﨑倖太（佐敷小３年）▼第 21 回くまもと

障がい者スポーツ大会〈陸上競技〉 個人１位＝前

田惠一（田浦町１）、〈卓球〉個人１位＝栫　完治

（湯浦南）▼第18回熊本県障がい者グラウンド・

ゴルフ大会 団体１位＝山下平四郎（計石西）、田

中重敏（乙千屋）、山下　逹（新町）、葉玉誠子

（計石西）、松下アヤ（計石西）、田端マスエ（花

岡西）▼熊本県高等学校総合体育大会バドミント

ン競技 団体１位＝宮﨑　咲（海浦２・八代白百

合学園高 3 年）▼熊本県中学校体育大会空手道

競技 個人１位＝山尾彩碧（佐敷中３年）▼第 48

回熊日学童オリンピック水泳競技 個人１位＝淵

上滉大（湯浦小２年）▼第 48 回熊日学童オリン

ピック空手道競技 団体１位＝飯村吏琥愛（佐敷

小２年）、桑川杏奈（同２年）、田浦　陽愛（内野

小２年）▼熊本県高等学校選抜ホッケー大会 団

体１位＝一地倖羽（乙千屋・八代清流高 2 年）、

大平愛雅（桑原・同２年）、工木あいみ（花岡

西・同２年）、渕本優香（花岡東・同２年）、田山

月絃（花岡東・同１年）、元村唯愛（道川内西・

同 1 年）▼第 28 回全日本 U-15 フットサル選手

権大会（熊本県大会） 団体１位＝古江蓮斗（湯浦

中３年）、新崎悠太（同 2 年）、新立悠聖（同 2

年）、園田琉依（同 2 年）、川尻朔仁（同 2 年）、

今嶋　壮志（同 2 年）、瀧山優世（同１年）、福

田大和（同１年）、古江俐輝斗（同１年）▼熊本

県高校選手権アーチェリー大会 個人１位＝米田

涼花（田浦町３・八代清流高２年）▼第 35 回熊

本県 SC 協会水泳競技大会 個人 1 位＝市原佳歩

（田浦中 2 年）、梅野友哉（田浦小 3 年）

スポーツ賞スポーツ賞

令和４年度スポーツ賞・文化振興奨励賞
　令和４年にスポーツや文化活動で活躍した町民をたたえるため、３月４日、しろやまス
カイドームで芦北町スポーツ賞・文化振興奨励賞の表彰式が行われ、受賞者には盾と奨励
金が贈れらました。
　受賞者は次のとおりです（敬称略）。（対象：令和４年１月１日〜 12 月 31 日までの受賞者）
※カッコ内の所属などは大会当時のもの。社会人、町外校在学生は行政区を記載。

【金賞】（全国大会）
▼マリンチャレンジプログラム 2021 全国大会 
優秀賞＝出水怜哉（芦北高３年）、
　　　　宮島碧大（同３年）
▼第 12 回全日本高等学校チームダンス選手権大
会 準優勝＝浜崎　碧（向町・鎮西高２年）

【銀賞】（九州大会）
▼サイエンスキャッスル 2021 九州大会 優秀賞
＝一川彩華（芦北高１年）
▼第 65 回九州学校農業クラブ連盟発表大会熊本
大会 優秀賞＝高峰苺花（芦北高３年）▼「税に
ついての作文」コンクール 南九州地区納税貯蓄
組合連合会会長賞＝一原朱莉 ( 佐敷中 3 年 )

【銅賞】（県大会）
▼第 57 回熊本県発明工夫展 熊本県知事賞＝辻本
康汰（湯浦中２年）
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道具の貸出、スポーツ推進委員

の派遣については、

ＨＰをご覧ください。

▲研修会や活動の様

子はこちらから！

昨年１１月、熊本県スポーツ推進委員研修会に参加しました。２日間にわた

っての開催は３年ぶりとなりました。１日目は、元パラ卓球日本代表の垣田斉

明氏による講演会と県内３郡市による発表があり、各々の地域での取り組み

や課題を共有することが出来ました。２日目の実技研修会では、ニチレク・囲

碁ボール・バルバレーを市町対抗で体験しました。初めて体験する種目があ

り、ルールを教わりながら楽しく他市町と交流を深めました。この２日間の研

修会で得たことを私達なりに実践していきたいと考えています。

＊問い合わせ先＊

芦北町スポーツ推進委員協議会事務局

（スポーツ・文化振興課内）

☎ （内線 ）

※ からの問い合わせも可能です！

芦
北
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
だ
よ
り

私たちは、スポーツを通じて住民の心身の健康・体力の保持増進を図り、明るく活気のあるまちづくりを目指し、現在１４名で活動して

います。町の各種大会への協力、スポーツイベントの企画・運営等も行っています。

◆出前教室◆（無料・事前に要相談）

学校や地域の行事等で、レクリエーションや親子教室をお考えの際は、是非スポー

ツ推進委員へご相談ください。ニュースポーツの道具の貸し出しや、スポーツ推進委

員の派遣による実技指導も可能です！

芦 北 町 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 に お 任 せ く だ さ い ！ ！

令和４年度 ２年度 表彰

〇九州地区スポーツ推進委員功労者

平井 あさみ 委員（佐 敷 東） 平松 孝守 委員 田浦南部

清田 和 広 委員 田浦北部 一山 靖之 委員 大 東

令和４年度 第６０回

熊本県スポーツ推進委員研修会 八代市大会

≪大会テーマ≫

『めざそう スポーツ・イン・ライフ』

期日：令和４年１１月１２日～１３日

≪モルック体験≫～やってみませんか？～

１月１５日、葦北郡スポーツ推進委員協議会の研修会

が行われました。津奈木町と芦北町のスポーツ推進委

員が集い、熊本県モルック協会から講師をお招きし、モ

ルックの実技指導をしていただきました。全国的にメデ

ィアで取り上げられたこともあり、熊本県内でも普及が

進んでいます。年齢や性別等関係なくどなたでも始めら

れるスポーツです。当協議会でもモルックセットを所有

していますので、今後体験会やイベントを企画していき

たいと思っています。道具の貸し出しも可能ですので、

興味のある方は是非お問い合わせください。

≪出前教室≫～是非、ご活用ください！～

今年度は、 学期から出前教室の依頼を受けています。

湯浦小学校放課後子ども教室では、定期的に伺うこと

で、子ども達のドッヂビーの技術が上達してきました。佐

敷小学校では、放課後子ども教室と社会体育クラブから

依頼を受け、スポーツ鬼ごっこやコーディネーショントレ

ーニングなどで、楽しく体を動かしてもらいました。小学

校の運動部活動廃止とコロナ禍の影響で、子ども達の体

力低下や放課後の過ごし方が問題になっています。地域

スポーツの活性化のためにも、多くの方々に出前教室を

活用していただけるよう、今後も活動していきます。

任期満了に伴う

◆告示日　令和 5 年３月 31日（金）

◆投票日　令和 5 年４月  9 日（日）　

◆期日前投票　　　【役場本庁】　４月１日（土）〜４月８日（土）
　　【田浦支所】　４月５日（水）〜４月８日（土）
　　（時間：午前８時 30分〜午後８時）

（投票時間：午前 7時〜※）

※終了時刻は各投票区（所）で異なります。

＊問い合わせ先　芦北町選挙管理委員会　☎（８２）２５１１（内線２１９）

投
票
は
18
歳
か
ら
で
す

熊本県議会議員一般選挙

水俣病犠牲者慰霊式水俣病犠牲者慰霊式
　水俣病の犠牲となって亡くなられた全
ての生命に慰霊の祈りを捧げるととも
に、環境再生・創造を誓うため、水俣病
犠牲者慰霊式を行います。

▶︎日時　５月１日（月）13：30 ～
▶︎場所　エコパーク水俣親水緑地
　　　　「水俣病慰霊の碑」前
　※会場まで送迎バスを運行します。
＊問い合せ先
　水俣市環境課　☎︎（61）1612

■送迎バス運行表　※帰りは逆コースで運行します。

田浦支所前
11：10

海浦バス停
11：20

芦北町役場
玄関前ロータリー

11：30 福浦公民館前
11：58

合串漁港前
（合串バス停）

12：07

平国コミュニティセンター前

（平国バス停）
12：15

津奈木町役場前
バス停
12：31

つなぎ温泉前
バス停
12：39

新水俣駅前
バス停
12：50

慰霊式会場
13：00

　※今後変更の可能性もありますので、最新の情報については水俣市のホームページをご覧ください。
　※令和５年度から芦北町コースと津奈木町コースをまとめて一つのバスで運行します。
　　そのため、例年とバスの運行時間が異なりますのでご注意ください。

ヘルシーパーク
玄関前
11：39

女島バス停（小崎）
11：49

 「発達障害啓発週間」は、発達障がいに対する関心と理解促進に向けた取組みを重点的に行う週間
です。この機会に、発達障がいの有無に関わらず、安全で安心して暮らすことができる共生社会の
実現に向けて、普段の生活の中で発達障がいについて考えてみませんか。

主な障害 特徴・症状 配慮の例

自閉症スペクトラム ・対人関係やコミュニケーションが困難
・思考や興味の偏り、同じ行動を繰り返す

・具体的な表現で伝える
・得意や興味関心を生かす
・感覚（音や光など）への配慮

注意欠陥・多動症
(ADHD)

・不注意、多動性、衝動性
・これら３つを併せ持つタイプもある

・簡潔に、視覚的に伝える
・活動量（その時に合った量や時間ででき
　　　　る事）や工程の調整、褒める

学習障害
（ＬD）

・全般的な知識発達に遅れはないが、特
 定の分野にのみ困難さがある
 （例）文字の形の認知が困難　など

・得意な認知処理の方法
 （例）聴覚の情報が得意:

 毎年４月２日～８日は「発達障害啓発週間」です。

発達障がいを理解して適切な配慮を
※発達障がいにはさまざまな種類があり、個人によっても違いがあります。

録音や言語化した
ものを活用するなど
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芦北町国民健康保険・芦北町国民健康保険・
熊本県後期高齢者医療熊本県後期高齢者医療

健診機関 健診コース※１ 健診費用（注） 本人負担額

日本赤十字社
　熊本健康管理センター

１日ドック標準コース（バリウム） ４４，０００円 １３，２００円
１日ドック標準コース（胃カメラ） ５１，７００円 １５，５１０円
１日ドック消化器コース ６３，２５０円 ２３，２５０円
１日ドックレディースコース ７１，５００円 ３１，５００円
２日ドック総合コース（宿泊） ７２，６００円 ３２，６００円
２日ドック総合コース（通所） ６７，１００円 ２７，１００円
２日ドック総合コース（宿泊）＋胸部 CT ８１，４００円 ４１，４００円
２日ドック総合コース（通所）＋胸部 CT ７５，９００円 ３５，９００円

済生会熊本病院
　予防医療センター※２

日帰りドック　胃透視コース ５１，７００円 １５，５１０円
日帰りドック　胃内視鏡コース ５７，２００円 １７，２００円
日帰りドック　全大腸コース ８６，９００円 ４６，９００円
２日ドック　標準コース（通所） ７９，２００円 ３９，２００円
２日ドック　全大腸コース（通所） ９７，９００円 ５７，９００円

高野病院
　総合健診センター

日帰り標準コース ４６，２００円 １３，８６０円
１泊２日総合がん健診コース（男性） ６６，０００円 ２６，０００円
１泊２日総合がん健診コース（女性） ７１，５００円 ３１，５００円

熊本総合病院 
　健康管理センター

宿泊ドック　（消化管透視）胃部内視鏡は別途 6,050 円必要 ６０，９００円 ２０，９００円
全消化器ドック（胃部・全大腸内視鏡検査） ７７，４００円 ３７，４００円
日帰りドック ３８，９００円 １１，６７０円

国保
　水俣市立総合医療センター
　健康管理センター

２日ドック ６１，５００円 ２１，５００円
２日ドック　ＣＴ（胸部）コース ７０，０００円 ３０，０００円
２日ドック　大腸 (S 状）コース ７０，０００円 ３０，０００円
２日ドック　CT（胸部）大腸 (S 状）コース ７８，０００円 ３８，０００円
２日ドック　レディースコース ７３，０００円 ３３，０００円
２日ドック　レディース・ＣＴ（胸部）コース ８１，０００円 ４１，０００円
２日ドック　レディース・大腸 (S 状）コース ８１，０００円 ４１，０００円
２日ドック　レディース CT（胸部）・大腸 (S 状）コース ８９，０００円 ４９，０００円
１日ドック ３８，８００円 １１，６４０円
１日ドック　ＣＴ（胸部）コース ４９，５００円 １４，８５０円
１日ドック　レディースコース ５０，５００円 １５，１５０円
１日ドック　レディース・ＣＴ（胸部）コース ５８，５００円 １８，５００円

Ｊ A 熊本厚生連

日帰り人間ドック　標準 ４４，０００円 １３，２００円
日帰り人間ドック　胃カメラ ５０，６００円 １５，１８０円

【女性専用】日帰り人間ドック　標準 ５５，５５０円 １６，６６５円
【女性専用】日帰り人間ドック　胃カメラ ６２，１５０円 ２２，１５０円

▶▶芦北町国民健康保険加入者芦北町国民健康保険加入者
　　　　　　　　　　募集人数　　　　　　　　　　募集人数 120120 人人

▶▶熊本県後期高齢者医療加入者熊本県後期高齢者医療加入者　　
　　　　　　　　　　 募集人数　　　　　　　　　　 募集人数 3535 人人

①令和５年４月１日現在で、30 歳以上 74 歳
　以下であり、かつ継続して１年以上国保に加
　入している人
②国民健康保険税を完納している世帯の人
③一世帯２人まで

①健診時に、芦北町に住所がある人
②後期高齢者医療保険料を完納している人
③年度の途中に被保険者となった場合で、その
　年度に芦北町国民健康保険人間ドックの助成
　を受けていない人

対
象
者

対
象
者

▶申込場所　住民生活課、田浦支所、各出張所

◆申込期間 ３月２８日（火）〜
令和５年４月１２日（水）

▶申込みに必要な物　印鑑、保険証
《注意事項》
①募集人員を超える場合は抽選を行います。
②町の健診との重複受診はできません。
③申請は、本人または同一世帯員に限ります。

人間ドック人間ドック
受診希望者募集受診希望者募集

人間ドック費用のうち７割（最大４万円４万円））を助成

※
１　
健
診
コ
ー
ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
芦
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
申
込
場
所
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
２　
２
日
ド
ッ
ク
の
ホ
テ
ル
泊
は
、
別
途
費
用
（
１
０
，
４
５
０
円
）
が
か
か
り
ま
す
。

令和 5 年度令和 5 年度

＊問い合わせ先　　住民生活課　医療年金係　　☎︎（８２）２５１１（内線１４６）

（注）  

健
診
費
用
に
オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
は
含
み
ま
せ
ん
。 

　本展覧会は、郷土熊本が誇る日本画家・堅山南風
の人と作品の魅力を、「八代」という新たな視点で
紐解きます。熊本県内外の美術館・博物館が所蔵す
る南風の代表作に加え、八代ゆかりの作品や書簡を
紹介します。
▶︎期　間　　4 月 21 日（金）～ 6 月 4 日（日）
▶︎開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
▶︎休館日　　月曜日
▶︎観覧料　　一般 800 円　高大生 500 円
　　　　　　中学生以下無料　他団体割引あり
＊問い合わせ先
　八代市立博物館 　☎︎ 0965（34）5555

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントが中止になる場合があります。
　お出かけ前にイベントが開催されているかをご確認ください。

子育て支援センター  （４月の行事）
１１日（火） 子育て支援センター スタート会
１９日（水） 絵本の読み聞かせ 
２５日（火） 身体測定、４月生まれのお誕生会

《芦北児童館》
　「こまを作ろう！」

▶︎日時　４月９日（日）13：30 ～ 15：30
▶︎内容　身近な材料で、こまを作って遊びます。

《湯浦児童館》
「野菜や花を育てよう！」

▶︎日時　４月４日（火）13：30 ～ 15：30
▶︎内容　プランターに野菜や花を植えます。
利用時間　毎週 火曜日～日曜日 
               10：00 ～ 17：00
＊問い合わせ先　芦北児童館　☎︎（82）3036
　　　　　　　　湯浦児童館　☎︎（86）0074

児童館からのお知らせ（３月の行事）

芦北町・八代市・氷川町定住自立圏
イベント情報

　春の訪れを告げるもやい館スプリングフェスティ
バルを開催します。
　油彩・水彩・アクリル（コスモス会）、フラワー
アレンジメント ( フラワーハーモニー )、肥後手毬
( 大平孝子 )、陶芸（もやい館陶芸教室）など心の
こもった作品を展示します。是非ご覧ください。
▶︎期　間　3 月 18 日（土）～ 19 日（日）
▶︎場　所　もやい館２階ギャラリー・ふれあい広場
＊問い合わせ先
　もやい館（受付）　☎︎（62）3120

もやい館スプリングフェスティバル 2023

芦北町・水俣市・津奈木町広域
イベント情報

水俣市

津奈木町　つなぎ桜まつり & 亀萬酒造新酒祭り

　徳永ゆうきさんによる歌謡ステージやステージイ
ベント、キャラクターショーなど、１日中楽しめる
氷川まつりを４年ぶりに開催します。
▶︎会　場　桜ヶ丘グラウンド
▶︎日　時   ３月２６日（日）9：30 ～ 15：00

＊問い合わせ先
　氷川町役場地域振興課　☎︎ 0965（62）2315

氷川町 氷 川 ま つ り

八代市立博物館未来の森ミュージアム
　『 日本画の巨匠 堅山南風展 』八代市

　3 年ぶりに開催の亀萬酒造新酒まつり。
　今回はつなぎ桜まつりと合同開催です。
　本イベント限定酒や新酒、地元グルメを食べにぜ
ひお越しください。
▶︎日時　4 月 2 日 ( 日 )　11:00 ～ 15:00
▶︎場所　グリーンゲイト広場
　　　　（葦北郡津奈木町大字岩城 1601）
＊問い合わせ先　
　津奈木町役場政策企画課　☎︎（78）3114

利用時間  毎週 月曜日～金曜日
　           9：00 ～ 12：00/13：00 ～ 15：00
＊問い合わせ先
　　子育て支援センター（田浦保育園）
　　☎︎（87）0034

※会場周辺の臨時駐車場や宮原小学校、氷川町公民館
　などから出る無料送迎バスをご利用ください。

※子育て支援センターは未就園児と保護者なら誰でも
　利用できます。（一時保育も行っています）
※子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
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図書館図書館
  新着図書紹介  新着図書紹介

おすすめの新着図書おすすめの新着図書 著　者著　者 出版社出版社
おもみいたします あさの　あつこ 徳間書店

東京あたふた族 益田　ミリ ミシマ社

ギネス世界記録　2023 クレイグ・グレンディ 角川アスキー総合研究所

それってホントに子どものため ? 柴田　愛子 チャイルド本社

< メンタルモンスター > になる。 長友　佑都 幻冬舎

ヒロシのひとりキャンプのすすめ公式本 ヒロシ Gakken

あんぱんまんとばいきんまん やなせ　たかし フレーベル館

ごちゃまぜカメレオン エリック・カール 偕成社

徳川家康へタイムワープ TAK.Bro's 朝日新聞出版

おしりダンディ ザ・ヤング　６ トロル 集英社

18広報あしきた

図書購入のための寄付金贈呈
　２月２４日（金）に役場応接室で、寄付金の贈
呈式が行われました。
　これは、水俣市で主に住宅用合板の製造販
売を行っている新栄合板工業株式会社（古澤
憲司代表取締役社長）が、社会貢献事業の一環
として実施したもので、古澤社長から竹﨑町長
へ寄付金50 万円の目録が贈呈されました。
　古澤社長は「地域の方々のおかげで、安定
した事業活動をすることができます。今回、地
域の方々へ感謝の意を伝えたいと思い、寄付
をさせていただくことになりました」と挨拶。
　竹﨑町長は「令和２年７月豪雨時には、いち
早く支援物資として合板を届けてくださりあり
がとうございました。この度は、心の復興の分
野でご厚意に預かり感謝申し上げます」と謝意
を伝えました。
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す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
水
俣
市　
環
境
課
☎︎
（
６
１
）
１
６
１
２

　
水
俣
病
慰
霊
の
碑
へ
の
名
簿
奉
納
に
つ
い
て

働
き
た
い
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添
い
「
働
き
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◦ 

日　
時　
３
月
23
日
（
木
） 

13
時
30
分 

～ 

16
時
30
分

◦ 

場　
所　
芦
北
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
対　
象　
15
～
49
歳
の
求
職
中
の
人
、
そ
の
家
族

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

　
　
　
☎︎
０
９
６
５
（
３
７
）
８
７
３
９

メイクがなんとなく変なので
友達の美容部員にコツを全部聞いてみた

　Twitter で累計70 万もの「いいね」を獲得
し書籍化された本書は、フジテレビ系「めざまし
８」やTBS 系「N スタ」などのメディアで紹介さ
れ、“２０２２年に一番売れたメイク本”となりまし
た。この春に社会人デビューする人や今までの
メイクにモヤモヤしている人におすすめです。

吉川 景都／著　ダイヤモンド社

Twitter で累計70 万もの「いいね」を獲得!!

図書館司書おすすめの本

絵本の読み聞かせ絵本の読み聞かせ
開催日　第２・４日曜日
時　間　①11：00　②15：00
場　所　子どもの広場

　火・木・金　 10：00 〜 18：00
　水　　　　 10：00 〜 20：00
　土・日・祝　  9：00 〜  17：00

利用時間（月曜休館）利用時間（月曜休館）

　
一般図書
児童書
絵本
合計
蔵書総数

95 冊
25 冊
14 冊

134 冊
58,273 冊

新着図書数新着図書数　　月分月分

今月の展示今月の展示
福祉課コラボ展示

「発達障害啓発週間特集」
期　間　４月１６日（日）まで　

 3 3

2023．3
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春　菊　　　１束
油揚げ　　　１枚
白ねりごま　大さじ３
白すりごま　大さじ３
みりん　　　大さじ１
濃口醤油　　大さじ１
塩　　　　　少々
砂　糖　　　２つまみ

～  ヘ ル ス メ イ ト が 勧 め る 野 菜 料 理  ～

一 口 目 は 野 菜 か ら

健康ルーム　Vol.56
健康ルーム

一口目は野菜から！

健康増進課
Facebookで
情報発信中

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
の
た
め
に
は
、

野
菜
か
ら
先
に
、ま
た
、た
っ
ぷ
り
食
べ
る
こ
と

が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
日
の
野
菜
摂
取
目
標
量
は
３
５
０ｇ
で
す

が
、令
和
元
年
度
「
国
民
健
康
・栄
養
調
査
」

の
結
果
、成
人
１
日
の
野
菜
摂
取
量
は
平
均

２
８
０ｇ
で
、１
皿
分
（
約
７
０ｇ
）不
足
し
て

い
ま
す
。

　
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
作
る
に
は
手
間
が

か
か
り
ま
す
が
、野
菜
を
手
軽
に
摂
取
す
る
方

法
と
し
て
、ス
ム
ー
ジ
ー
が
あ
り
ま
す
。ス
ム
ー

ジ
ー
は
飲
む
サ
ラ
ダ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

① 

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
だ
け
で
簡
単
に
作
る

　

 

こ
と
が
で
き
る　
　

② 

野
菜
や
果
物
の
栄
養
、食
物
繊
維
が
と
れ
る

③ 

量
が
と
れ
る

④ 

好
み
の
組
み
合
わ
せ
で
作
る
こ
と
が
で
き
る

⑤ 

豆
乳
や
牛
乳
、プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

    

加
え
る
と
栄
養
を
補
え
る

⑥ 

塩
分
を
気
に
し
な
く
て
よ
い

⑦ 

粘
度
が
あ
る
材
料
も
使
え
る

⑧ 

凍
ら
せ
た
材
料
で
作
る
こ
と
が
で
き
る

春菊のごまあえ
① 春菊は歯ごたえよく茹でて、ザルにとる。
　 水気をしっかりしぼり、４cm 長さに切る。
② 油揚げはオーブントースターなどで、こんがり
　 焼き１㎝幅に切る。
③ ボウルに★を入れて混ぜ合わせる。
④ ③に春菊をほぐしながら加え、よくからめる。
    油揚げも加えてさっとあえる。

作り方材料４人分

１人分：エネルギー173Kcal　塩分0.8g

あ
 し

 た の た め
 に健康

ROOMき

   た   え   よ    
う

春菊はビタミンやミネラルが豊富な野菜です。
春菊の香りの成分は食欲増進や、消化促進効果が期待できます。

野
菜
を
た
く
さ
ん

　
　
　
　
　
食
べ
て
い
ま
す
か
・・・

～ヘルスメイトより～

ス
ム
ー
ジ
ー
を
飲
む
メ
リ
ッ
ト

　
ス
ム
ー
ジ
ー
は
小
松
菜
・キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の

野
菜
や
り
ん
ご
・バ
ナ
ナ
な
ど
の
果
物
で
簡

単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。野
菜
料
理
が

少
な
い
時
に
飲
ん
で
、不
足
し
が
ち
な
栄
養

や
食
物
繊
維
を
補
い
ま
し
ょ
う
。

　
「一口
目
は
野
菜
か
ら
」を
実
践
す
る
と
、糖

や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
て
く
れ

ま
す
。旬
の
野
菜
は
栄
養
価
が
高
い
の
で
、野

菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
（
飲
ん
で
）、健
康
な

身
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

｛★

スムージーの基本的な作り方

１　野菜や果物を洗う

２　軽い野菜からミキサーに入れ、 重い野菜は後で入れる

3　芋やかぼちゃは電子レンジで加熱してから加える　

５　蓋をして、滑らかになるまで攪拌する

４　水分は最後に加える

〜 3 5 0 g の野菜を食べていますか？〜

倒
さ
れ
し
ク
ヌ
ギ
の
梢
に
数あ
ま
た多
つ
く
蕾
に
春
の
気
配

は
見
え
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
嶋
　
良
子

短
　
歌

芦
北
短
歌
会

下
萌
え
の
日
毎
色
増
す
葦
原
に
終ひ
ね
も
す日
鳥
の
ざ
わ
め
き

止
ま
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
良　
佑
子

降
り
頻
る
雪
を
被
り
し
水
仙
の
香
り
ほ
の
か
に
辺
り

漂
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
勝
子

グ
ル
ー
プ
の
黒
一
点
の
九
十
歳
時
速
六
キ
ロ
新
車
に

乗
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
寺　
真
弓

蕗
の
薹
畑
の
隅
の
う
す
緑
春
の
便
り
の
小
さ
き
幸
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
田　
明

【
農
業
に
ち
な
ん
だ
地
名
】

　
農
業
に
ち
な
ん
だ
地
名
は
町
内
に
多
く
存
在
し

ま
す
。
大
字
田
浦
に
あ
る
四
反
田
、
五
反
田
、
大

字
湯
浦
の
壱
町
田
は
水
田
の
大
き
さ
か
ら
、
大
字

豊
岡
の
丸
麦
田
や
大
字
大
野
の
下
麦
田
は
麦
と
米

の
二
毛
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

大
字
大
野
や
豊
岡
に
あ
る
井
料
は
用
水
路
の
維
持

管
理
費
の
財
源
と
な
る
水
田
（
料
田
）
が
あ
っ
た

土
地
に
名
付
け
ら
れ
、
似
た
よ
う
な
も
の
に
大
字

市
野
瀬
の
祭
田
や
大
字
田
浦
町
の
お
神
田
が
あ

り
、
祭
や
神
社
の
費
用
を
賄
う
田
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

八
代
海
は
潮
の
干
満
の
差
が
大
き
く
、
こ
れ

を
利
用
し
て
江
戸
中
期
以
降
、
芦
北
で
は
多
く

の
干
拓
で
出
来
た
土
地
（
新
地
）
が
築
造
さ
れ

ま
し
た
。
大
字
田
浦
町
の
田
浦
新
地
は
元
禄
11

年
（
１
６
９
８
）
に
着
工
し
て
翌
年
完
成
し
た
新

地
で
、「
お
つ
た
さ
ん
」
の
人
柱
伝
説
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
に
は
新
地
、
塘
（
潮
止
用
の
堤
防
）、

井
樋
（
遊
水
地
の
水
や
海
の
潮
位
を
調
節
す
る
施

設
）
な
ど
、
干
拓
に
関
す
る
地
名
が
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。
同
じ
く
干
拓
新
地
で
あ
る
大
字
芦
北
や

大
字
計
石
に
は
中
割
、
西
割
、
東
割
下
な
ど
割
地

名
が
あ
り
、
新
地
を
割
り
当
て
る
た
め
に
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
佐
敷
駅
裏
に
あ
る
御

側
開
は
藩
主
の
私
費
（
側
用
金
）
で
築
造
さ
れ
た

新
地
を
指
し
ま
す
。

　
山
が
ち
な
地
形
の
芦
北
で
は
焼
畑
農
業
も
盛
ん

で
、
大
字
大
野
や
横
居
木
の
焼
山
、
大
字
田
浦
町

の
古
焼
山
は
文
字
通
り
焼
畑
が
行
わ
れ
た
場
所
で

す
。
町
内
各
地
に
残
る
大
木
場
、
小
木
場
な
ど
の

木
場
地
名
も
、
焼
畑
な
ど
で
開
か
れ
た
農
地
に
つ

け
ら
れ
る
地
名
で
、
綿
木
場
な
ど
作
物
名
が
つ
い

た
地
名
も
あ
り
ま
す
。

　
大
字
古
石
や
横
居
木
の
山
間
部
に
は
鍛
冶
小
屋

と
い
う
地
名
が
あ
り
、
小
屋
地
名
は
焼
畑
農
業
の

拠
点
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
斧
や
鋸

な
ど
道
具
の
修
繕
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
一

方
で
、「
鍛
冶
＝
か
じ
」
は
「
齧か
じ

る
」
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
で
土
地
が

齧
ら
れ
た
よ
う
に
欠
け
た
土
地
と
し
て
、
名
付
け

ら
れ
た
災
害
地
名
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

（
文
責　
芦
北
町
教
育
委
員
会　
深
川
裕
二
）

地
名
の
お
話
し 

❾

日常の書
髙 森 　 順 子

町 民 講 座

▲「地名」は全ての土地に付いています
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火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安

芦北
　消防署

　　　歩行者が優先です!!

　火災には、建物火災、林野火災、車両火災、船舶火災、航
空機火災があり、そのいずれにも該当しないものを「その
他の火災」といいます。空き地や田畑、ゴミ集積場などで発
生した火災も「その他の火災」に含まれます。

あっ！
横断歩行者が
いるかも!!

ダイヤマークを見つけたら

　　　 まずは 減速!!
横断歩行者があるときは

　一時停止し
　  通行を妨げない!!

熊本県全国平均

ダイヤマークの先には、信号機のない横断歩道があります!

信号機のない横断歩道の一時停止率

39.8 57.3 約半数の車は止まっていない!!
2022 年JAF
全国調査結果% %

R5.2.1 ～ 2.28 受付分（敬称略）受付件数 1 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

幸三　２. ２藤井　柊
ひ づ き

月
　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　　  区

女 平生

８７
９０
７６
９３
８３
８１
８９

１０１
８２
８３
９２
８１
７２
８７

１００
５４
９６
９１
９７
９５

１０１
６２

１００
９９
８３
６５
８７
９５

１０３
８２
９４

海浦１
吉尾
田川
海浦１
國見
天月
小田浦４ 
本町
湯浦北
田浦町３
花岡西
乙千屋
道川内西
大岩２
豊岡
海浦１
湯浦南
湯浦南
宮浦
沖
田川
湯浦南
計石東
平生
道川内西
田浦１
田浦町２
高岡南
白木
八幡
大岩一

 　１. ３１
 　２． 1
 　２． ２
 　２． ５
 　２． ５
　 ２． ８
 　２． ８
 　２． ９
　 ２．１０
 　２．１１
 　２．１２
 　２．１２
 　２．１２
 　２．１３
 　２. １３
 　２. １３
 　２. １４
 　２. １５
 　２. １６
 　２. １６
　 ２. １７
 　２. １７
 　２. １８
 　２. １９
 　２. ２１
 　２. ２１
 　２. ２２
　 ２. ２３
　 ２. ２６
　 ２. ２７
　 ２. ２７

R5.2.1 ～ 2.28 受付分（敬称略）受付件数３7 件

　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　   区　

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　なお、掲載の承諾には署名・押印が必要です。

園口　ミチ子　
吉尾　ヨシモ
山下　保
鶴崎　ユキエ
渡邊　精子
　本　孝子
福澤　和作
岩﨑　和子
木村　明子
濱崎　明美
杉村　サノ
宮﨑　照美
永田　純二
吉本　勝喜
田中　チヨ
山本　実
山本　政勝
今村　司
田中　ミツ子
松﨑　フクエ
川添　静枝
岩間　千春
寺﨑　トシ子
平生　清
丸山　玄
橋口　進一
藪下　麗子
石本　ヤエ子
木川　ヨシノ
中尾　セツ子
德永　直由

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

イベント・当番医カレンダー
3/15 水 ・町県民税申告受付最終日
16 木

17 金 ・３歳児健診
・年金出張相談

18 土 ・芦北町産業祭（～ 19 日：道の駅でこぽん）
・第 16 回星野富弘美術館詩画公募展表彰式

19 日 ・井上医院、井上病院
20 月
21 火 ・篠原医院
22 水
23 木 ・各小学校卒業式
24 金 ・3 ～ 4 か月児健診
25 土

26 日
・宮島医院
・2023 芦北うたせマラソン大会
・うらら祭り（道の駅たのうら）

27 月
28 火
29 水
30 木

31 金 ・県議会議員選挙告示日
4/1 土
2 日 ・芦北とりかい眼科

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日 ・竹本医院
・県議会議員選挙投票日

10 月 ・7 ～ 8 か月児健診

11 火

12 水

13 木

14 金 ・1 歳 6 か月児健診

15 土

人 口　　　１５，６３４人　 （−４５）
男 　　　　７，４２７人　 （−２３）
女 　　　　８，２０７人　 （−２２）

65歳以上　　　　７，２３６人　 （−１ 4 ）
世 帯 数　　　　６，９６８世帯（−１５）

人口のうごき（R5.3.1 現在）（　）内は前月比

　令和４年に芦北町で発生した火災は１１件で、そのうち、
その他の火災は６件と半数以上を占め、中でも野焼きやた
き火が原因で発生する火災が多くなっています。

　乾燥注意報や強風注意報などの火災に関する警報が発
表されているときは、火災が発生しやすいため、火気の取り
扱いには十分注意し、火事を起こさないようにしましょう。

熊本地方気象台の発表基準
▪乾燥注意報：実効湿度が６５% 以下で最小湿度が４０% 以下
▪強風注意報：最大風速が１０m を超える見込みの時

その他の火災について

信号機のない横断歩道は
芦北
　警察署
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場所 講座名 学習日 年回数 学習時間 講師名 定員
1 仮名と日常の書とペン字 第 2・4 火曜日 20 回 13：00 ～ 15：00 村田　弘子 20 人

2 英会話 第 1・3 火曜日 20 回 19：30 ～ 21：00 山口　彰子
ALT（外国語指導助手）1人 20 人

3 短歌 第 1・3 木曜日 20 回   9：30 ～ 11：30 吉野　佳子 20 人
4 茶道（裏千家） 第 2・4 火曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 清田　晴美 15 人
5 華道（池坊） 第 2・4 木曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 宮石　とし子 15 人
6 着物着付け（昼） 第 1・3 金曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 丸田　久美子 10 人
7 着物着付け（夜） 第 2・4 金曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 宮㟢　元子 10 人
8 竹工芸 第 2・4 木曜日 20 回 19：00 ～ 21：00 大崎　修一 15 人
9 健康太極拳 第 1・3 土曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 坂口　俊司 20 人
10 大正琴（初心者） 第 1・3 土曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 東　和代 10 人
11 大正琴（経験者） 第 1・3 土曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 東　和代 10 人
12 料理 第 1・3 水曜日 20 回   9：30 ～ 12：00 堀口　妃都美 20 人
13 トールペイント 第 2・4 水曜日 20 回 17：30 ～ 19：30 井上　節子 15 人
14 ヨガ（夜①） 第 2・4 金曜日 20 回 18：00 ～ 19：00 千田　洋子 20 人
15 ヨガ（夜②） 第 2・4 金曜日 20 回 19：00 ～ 20：00 千田　洋子 20 人
16 絵手紙 第 1・3 土曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 山口　啓子 15 人
17 パッチワーク 第 2・4 木曜日 20 回  10：00 ～ 12：00 黒田　由記子 20 人
18 編物 第 1・3 金曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 加世田　美保子 20 人
19 相撲甚句 第 2・4 火曜日 20 回 19：30 ～ 21：00 杉光　ナヲミ 15 人
20 フラワーアレンジメント 第 2・4 土曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 岡村　ゆかり 20 人
21 ペン字 第 1・3 金曜日 20 回 19：00 ～ 20：30 溝口　朗子 20 人
22 パソコン（昼） 第 2 水曜日 10 回 13：30 ～ 15：30 坂本　洋子 20 人
23 パソコン（夜） 第 3 木曜日 10 回 19：30 ～ 21：30 坂本　洋子 20 人

交流
センター

24 ヨガ（朝） 第 1・3 水曜日 20 回 10：30 ～ 11：30 豊田　美樹 20 人
25 ヨガ（昼） 第 1・3 金曜日 20 回 13：30 ～ 14：30 豊田　美樹 20 人
26 （新）健康ダンス& ストレッチ 第 1・3 金曜日 20 回 14：40 ～ 15：40 豊田　美樹 20 人
27 ３B 体操 第 1・3 金曜日 20 回 19：00 ～ 20：30 大野　鈴子 20 人

地域活性化
センター

28 クラシックギター（初心者） 第 1・3 土曜日 20 回 18：00 ～ 19：00 木村　正和 20 人
29 クラシックギター（経験者） 第 1・3 土曜日 20 回 19：00 ～ 20：00 木村　正和 20 人

大野出張所 30 華道（池坊） 第 2・4 金曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 宮石　とし子 10 人
吉尾出張所 31 料理 第１金曜日 10 回 9：30 ～ 12：00 堀口　妃都美 10 人

新しいことに挑戦して、学びながら友達の輪を広げましょう
町 民 講 座 受 講 生 募 集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆受講資格
　町内に在住または勤務している人で、1 人３講座
まで受講できます。同一講座は最大5 年間受講す
ることができます。全講座、男女問いません。
◆申込期間
　４月１１日（火）〜４月２１日（金）　
    ※4/17（月）コミュニティセンターは休館

◆注意事項
　定員を超えた場合は抽選になります。
　定員の4 割に満たない場合は開講しません。

◆申込方法
ハガキに次の１〜４を記入し下記宛先に送付してください。
　１. 住所　２. 氏名　３. 電話番号
　４.受講したい講座（最大３講座）
　なお、総合コミュニティセンター、田浦支所、各出
張所でも直接申し込みできます。
　ただし、電話での申込みはできません。
◆受講料＊（支払いは後日）
１講座3,000 円（※別途教材費）
※料理（吉尾）2,000 円、パソコン講座2,000 円

＊問い合わせ・申込送付先
　〒869-5442　芦北町大字花岡1647　芦北町総合コミュニティセンター　☎︎（82）2213

令和５年度


